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一
　
は
じ
め
に

韓
国
の
自
殺
率
が
他
国
に
比
べ
て
高
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
以
降
、
徐
々
に
減
少
し
て
は
い
る
も
の
の
、

二
〇
一
六
年
に
は
韓
国
に
お
け
る
人
一
〇
万
人
あ
た
り
の
自
殺
率
は
二
五
・
六
人
で
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（O

E
C

D

）
の
平
均
値

で
あ
る
一
二
・
一
人
に
比
べ
て
二
倍
以
上
の
高
さ
で
あ
る
（O

E
C

D
 2018

）。
自
殺
は
個
人
の
次
元
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
次
元
に

お
い
て
も
深
刻
な
事
件
と
な
る
。
自
殺
は
、
自
殺
し
た
者
を
知
る
す
べ
て
の
人
々
に
心
理
的
、
社
会
的
衝
撃
を
与
え
る
事
件
で
あ
り
、

模
倣
説
に
従
え
ば
、
一
人
の
自
殺
は
他
の
者
の
自
殺
を
招
く
原
因
と
な
り
う
る
。
ま
た
、
自
殺
は
、
個
人
が
直
面
し
て
い
る
社
会
・

経
済
環
境
に
影
響
を
受
け
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
社
会
の
質
を
評
価
す
る
指
標
で
も
あ
る
と
い
え
る
。

韓
国
の
自
殺
率
は
年
齢
別
に
大
き
な
差
が
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
が
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
自
殺
率
は
上
昇
し
、
特
に
高
齢
者

韓
国
春
川
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
自
殺
と

そ
の
影
響
要
因
に
関
す
る
調
査

キ
ム
・
ヨ
ン
ボ
ム

パ
ク
・
ジ
ュ
ン
シ
ク

Ⅰ
部

　
発
表
一
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の
自
殺
率
が
極
め
て
高
い
。
二
〇
一
六
年
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
六
〇
代
の
人

口
一
〇
万
人
あ
た
り
の
自
殺
率
は
三
四
・
六
人
、
七
〇
代
は
五
四
人
、
八
〇
代
以

上
は
七
八
・
一
人
で
あ
る
（
中
央
自
殺
予
防
セ
ン
タ
ー 2018

）。
先
進
国
で
は
一

般
的
に
、
他
の
年
齢
層
と
高
齢
者
の
自
殺
率
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
な
い
。
高

齢
者
の
自
殺
率
が
高
い
点
に
は
、
社
会
経
済
的
環
境
の
影
響
も
見
ら
れ
る
。
ま

ず
、
高
齢
者
の
所
得
保
障
制
度
が
充
分
で
あ
る
と
い
え
ず
、
貧
困
状
態
に
あ
る

高
齢
者
が
多
い
点
が
あ
る
。
一
九
八
八
年
に
国
民
年
金
が
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、

二
〇
一
六
年
現
在
、
高
齢
者
全
体
の
約
半
数
が
相
対
的
貧
困
状
態
に
あ
る
。
次

に
、
社
会
的
に
孤
立
し
た
高
齢
者
も
増
加
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
伝
統
的
に
高

齢
者
の
扶
養
は
子
が
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
急
速
な
工
業
化
と
都
市
化

を
経
て
、
子
供
と
別
居
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
子
供
か
ら
日
常

生
活
に
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

点
は
、
高
齢
者
の
自
殺
率
を
説
明
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
韓
国

に
お
け
る
高
齢
者
の
自
殺
率
が
極
め
て
高
い
と
い
う
点
で
、
高
齢
者
の
自
殺
の

原
因
を
個
人
的
、
社
会
的
次
元
に
わ
た
っ
て
把
握
し
、
そ
の
対
策
を
備
え
る
こ

と
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
は
、
韓
国

に
お
け
る
高
齢
者
の
自
殺
の
実
態
を
検
討
し
、
春
川
地
域
の
高
齢
者
調
査
の
結

果
か
ら
自
殺
念
慮
／
行
動
に
影
響
を
与
え
る
要
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

パク・ジュンシク氏 キム・ヨンボム氏
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本
稿
は
、
以
下
に
述
べ
る
三
部
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
韓
国
の

自
殺
実
態
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
検
討
し
、
韓
国
の
自
殺
に
つ
い
て
そ
の
特

徴
を
要
約
し
て
自
殺
に
関
連
す
る
理
論
を
概
観
す
る
。
次
に
、
自
殺
念
慮

／
行
動
の
有
無
に
つ
い
て
の
点
数
を
従
属
変
数
と
し
て
、
そ
れ
に
影
響
を

与
え
る
要
因
に
は
何
が
あ
る
の
か
、
春
川
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て

分
析
を
行
う
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
も
と
に
、
韓
国
の
高
齢

者
の
自
殺
率
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
政
策
に
つ
い
て
提
案
を
行
う
。

二
　
韓
国
の
自
殺
実
態
　

―
社
会
人
口
学
的
特
徴
に
よ
る
差
異

韓
国
の
自
殺
率
が
他
の
先
進
国
に
比
べ
て
高
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
図
1
は
、
過
去
一
〇
年
間
に
お
け
る
韓
国
の
自
殺
者
数
と
人
口

一
〇
万
人
あ
た
り
の
自
殺
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

自
殺
者
数
は
、
二
〇
〇
七
年
の
一
万
二
一
七
四
人
か
ら
二
〇
一
一
年
に

は
一
万
五
九
〇
六
人
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
徐
々
に
減
少

し
、
二
〇
一
六
年
に
は
一
万
三
〇
九
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
一
〇
万

人
あ
た
り
の
自
殺
率
も
、
二
〇
〇
七
年
の
二
四
・
八
人
か
ら
二
〇
一
一
年
の

三
一
・
七
人
、
二
〇
一
六
年
の
二
五
・
六
人
と
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
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図 1　自殺者数と自殺率（人口 10万人あたり）
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図 2　性別自殺率（人口 10万人あたり）
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図 3　年齢別自殺率（人口 10万人あたり）

資料：中央自殺予防センター、2018



キム・ヨンボム、パク・ジュンシク

韓国春川地域における高齢者の自殺とその影響要因に関する調査

21

他
の
先
進
国
に
比
べ
て
高
い
数
値
で
、
平
均
し
てO

E
C

D

平
均
の
約
二
倍
に
達
し
て
い
る
。

自
殺
者
の
性
別
比
を
見
る
と
（
図
2
）、
男
性
が
女
性
に
比
べ
て
よ
り
多
く
自
殺
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
〇
一
六
年

時
点
で
は
女
性
一
〇
万
人
あ
た
り
の
自
殺
者
数
は
一
五
人
、
男
性
は
三
六
・
二
人
と
二
倍
に
達
し
て
い
る
。
自
殺
者
総
数
も
ま
た
、

二
〇
一
六
年
で
男
性
九
二
四
三
人
、
女
性
三
八
四
九
人
と
、
男
性
が
女
性
の
二
・
四
倍
に
達
し
て
い
る
（
統
計
庁 2017

）。

男
性
の
自
殺
率
が
高
い
点
に
関
し
て
は
、
韓
国
の
特
性
と
い
う
よ
り
も
世
界
的
な
現
象
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
家
族
を
扶
養
す
る

責
任
が
相
対
的
に
重
い
男
性
が
、
失
業
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
経
済
的
変
化
や
離
婚
、
配
偶
者
と
の
死
別
な
ど
、
家
族
関
係
の
変

化
に
よ
る
悪
影
響
を
よ
り
受
け
や
す
い
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

年
齢
別
の
自
殺
率
を
見
る
と
（
図
3
）、
全
年
齢
層
に
お
い
て
自
殺
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
合
わ
せ
て
特
記
す
べ
き
点
と
し

て
は
、
先
進
国
の
場
合
、
高
齢
者
の
自
殺
率
は
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
若
干
高
い
か
同
水
準
で
あ
る
の
に
対
し
、
韓
国
の
場
合
は

年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
自
殺
率
が
非
常
に
高
く
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。 

二
〇
一
六
年
、
高
齢
者
の
人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
の
自
殺

率
を
見
る
と
、
六
〇
代
は
三
四
・
六
人
、
七
〇
代
は
五
四
人
、
八
〇
代
以
上
は
七
八
・
一
人
と
、
年
齢
が
高
い
高
齢
者
集
団
に
お
い
て

自
殺
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
、
八
〇
代
の
自
殺
率
は
四
〇
代
の
自
殺
率
二
九
・
六
人
と
比
較
す
る
と
約
二
・
六
倍
に
達
し
て
い
る
。

三
　
自
殺
原
因
に
関
す
る
先
行
研
究

な
ぜ
人
が
自
殺
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
社
会
科
学
的
理
論
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
自
殺
を
説
明
す
る
代
表
的
な

理
論
と
し
て
は
、
自
殺
を
社
会
的
統
合
の
不
在
に
よ
る
結
果
と
し
て
理
解
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
自
殺
論
、
自
殺
を
様
々
な
社

会
的
・
個
人
的
要
素
が
結
合
し
て
生
ま
れ
る
も
の
と
理
解
す
る
自
殺
の
対
人
関
係
理
論
（interpersonal theory of suicide

）、
青
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少
年
の
自
殺
を
説
明
す
る
際
に
主
に
使
わ
れ
る
自
殺
の
示
唆
（suicide suggestion

）
モ
デ
ル
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

（D
urkheim

 2002; Joiner Jr, V
an O

rden, W
itte, and R

udd 2009; A
brutyn and M

ueller 2014

）。

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
自
殺
率
が
社
会
の
統
合
と
規
制
の
程
度
に
応
じ
て
異
な
る
と
し
て
お
り
、
人
は
社
会
の
統
合
が
弱
い
場
合

や
規
制
が
強
す
ぎ
る
場
合
に
自
殺
す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
自
殺
を
自
己
本
位
的
自
殺
、
集
団
本
位
的

自
殺
、
宿
命
的
自
殺
、
そ
し
て
、
行
動
や
思
考
を
規
制
す
る
規
範
が
不
在
な
場
合
に
現
れ
る
ア
ノ
ミ
ー
的
自
殺
の
四
種
に
分
類
し

て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
研
究
以
来
、
社
会
統
合
と
関
連
す
る
要
因
が
、
自
殺
あ
る
い
は
自
殺
念
慮
と
関
連
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
の
実
証
研
究
が
多
数
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
自
殺
念
慮
は
女
性
に
よ
り
多
い
も
の
の
、
自
殺
そ

の
も
の
は
男
性
に
よ
り
多
く
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
配
偶
者
の
な
い
者
が
配
偶
者
の
あ
る
者
に
比
べ
て
自
殺
し
や
す
い
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
（G

irard 1993; P
am

pel 1998; P
am

pel and W
illiam

son 2001

）。

自
殺
の
対
人
関
係
理
論
（Interpersonal T

heory of Suicide

）
に
よ
る
と
、
自
殺
は
、
い
く
つ
か
の
要
因
が
満
た
さ
れ
る
こ
と

で
発
生
し
、
所
属
感
の
減
弱
（thw

arted belongingness

）、
負
担
感
の
知
覚
（perceived  burdensom

eness

）、
自
殺
潜
在
能
力

（capacity for suicide

）
の
三
要
素
が
結
合
し
て
は
じ
め
て
発
生
す
る
。
こ
こ
で
い
う
所
属
感
と
は
、
他
人
と
接
触
し
、
資
源
を
交

換
す
る
過
程
で
生
ま
れ
る
感
情
（em

otion

）
の
こ
と
で
、
自
分
が
関
係
す
る
周
囲
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
感

覚
を
意
味
す
る
。
も
し
、
家
族
が
い
な
い
か
、
他
人
と
の
接
触
や
支
援
の
交
換
が
な
い
場
合
は
こ
れ
ら
の
感
情
が
感
じ
ら
れ
る
可

能
性
は
低
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
殺
を
考
え
う
る
。
次
の
負
担
感
の
知
覚
と
は
、
自
身
が
他
人
に
継
続
し
て
支
援
を
受
け
る
の
み

で
あ
る
場
合
に
生
ま
れ
る
、
他
人
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
周
囲
の
人
々
や
社
会
か
ら
継
続
し
て
支
援
を
受

け
る
の
み
で
あ
る
場
合
、
周
り
の
人
々
や
社
会
の
重
荷
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自

殺
念
慮
は
更
に
強
化
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
失
業
状
態
が
続
き
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
国
か
ら
の
支
援
に
頼
っ
て
生
活
し
て
い
る
者

や
、
健
康
状
態
が
芳
し
く
な
く
、
家
族
や
周
囲
の
知
人
か
ら
継
続
的
に
支
援
を
受
け
続
け
て
い
る
場
合
は
、
自
ら
が
社
会
や
周
り
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の
人
々
の
負
担
に
な
る
だ
け
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
殺
念
慮
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
。
自
殺
を
考
え
る
段
階

か
ら
自
殺
を
実
行
す
る
段
階
に
移
る
た
め
に
は
も
う
一
つ
段
階
を
踏
む
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
自
殺
に
対
す
る
恐
怖
の
克

服
で
あ
る
。
自
殺
は
誰
に
と
っ
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
。
自
殺
の
恐
怖
を
克
服
し
て
自
殺
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
自
殺
に

伴
う
痛
み
に
比
べ
て
、
現
実
の
苦
痛
の
方
が
よ
り
大
き
い
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
殺
の
恐
怖
を
凌
駕
す
る
現
実
の
苦

痛
を
生
み
出
す
原
因
と
し
て
は
ま
ず
、
治
療
の
難
し
い
病
に
よ
る
耐
え
が
た
い
痛
み
、
幼
年
期
の
虐
待
に
よ
る
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
、

ま
た
は
親
し
い
者
の
自
殺
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
鬱
や
痛
み
と
い
っ
た
健
康
と
関
連
す
る
要
因
が
自
殺
念
慮

や
自
殺
企
図
と
関
連
す
る
と
い
う
実
証
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。

自
殺
の
示
唆
モ
デ
ル
は
、
個
人
の
行
動
の
決
定
に
お
い
て
、
役
割
モ
デ
ル
（role m

odel

）
を
提
供
す
る
準
拠
集
団
（reference 

group

）
に
属
す
る
者
の
行
動
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
点
に
注
目
す
る
。
準
拠
集
団
の
行
動
は
、
そ
の
集
団
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
人
物
の
行
動
と
思
考
に
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
準
拠
集
団
に
属
す
る
者
が
自
殺
を
し
た
場
合
、
準

拠
集
団
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
者
も
後
を
追
っ
て
自
殺
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る(A

brutyn and M
ueller 2014

）。
実
証
研
究
に
よ

る
と
、
著
名
人
の
自
殺
に
よ
っ
て
青
少
年
の
自
殺
が
増
加
す
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
て
お
り
、
友
人
や
家
族
の
自
殺
が
若
者
の

自
殺
率
を
高
め
る
と
い
う
研
究
結
果
も
出
て
い
る
。

韓
国
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
研
究
の
場
合
、
自
殺
念
慮
は
社
会
的
支
援
に
つ
い
て
の
認
識
（
ペ
・
ジ
ヨ
ン
、
キ
ム
・
ウ
ォ

ニ
ョ
ン
、
ユ
ン
・
ギ
ョ
ン
ア 2005

）
や
、
家
族
関
係
、
地
域
社
会
活
動
の
程
度
（
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ス
、
ク
ォ
ン
・
イ
ギ
ョ
ン 

2013

）
な
ど
と
関
連
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

本
研
究
は
、
先
行
研
究
と
韓
国
社
会
の
自
殺
率
の
特
徴
に
注
目
し
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
自
殺
に
影
響
を
与
え
る
要
因
を
検

討
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
す
る
。
先
行
研
究
で
は
、
自
殺
は
社
会
統
合
の
程
度
、
健
康
状
態
、
貧
困
な
ど
が
主
な
原
因
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
の
中
で
社
会
統
合
が
自
殺
と
有
意
な
関
連
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
分
析
を
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試
み
る
。
そ
の
際
に
、
自
殺
者
を
分
析
す
る
代
わ
り
に
、
自
殺
念
慮
を
中
心
に
分
析
を
行
う
。
自
殺
者
に
つ
い
て
は
事
後
に
聞
き

込
み
に
よ
っ
て
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
人
口
的
、
社
会
的
特
徴
、
個
人
の
状
況
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を
知
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

四
　
春
川
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
自
殺
行
動
可
能
性
調
査

１
　
研
究
方
法

本
研
究
は
、
二
〇
一
六
年
、
春
川
地
域
に
お
い
て
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
の
結
果
を
分
析
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
資
料
の
標
本
は
二
〇
〇
〇
人
で
、
地
域
、
性
別
、
年
齢
を
考
慮
し
て
ク
ォ
ー
タ
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本
研
究

の
標
本
は
二
〇
〇
〇
人
で
あ
る
も
の
の
、
分
析
に
含
ま
れ
て
い
る
事
例
は
一
九
一
〇
人
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
所
得
な
ど
の

い
く
つ
か
の
個
人
情
報
が
不
足
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
除
い
た
こ
と
に
よ
る
。

本
研
究
に
お
け
る
従
属
変
数
は
自
殺
念
慮
で
あ
る
。
調
査
で
は
、
自
殺
念
慮
、
自
殺
計
画
、
自
殺
行
動
と
い
っ
た
経
験
の
有
無

が
あ
る
か
に
つ
い
て
問
い
、
こ
れ
を
自
殺
念
慮
／
計
画
／
行
動
の
経
験
が
な
い
場
合
と
あ
る
場
合
に
区
分
し
、
従
属
変
数
と
し
て

利
用
し
た
。
つ
ま
り
、
自
殺
念
慮
／
計
画
／
行
動
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ
で
も
経
験
が
あ
る
場
合
は
１
と
、
三
つ
す
べ
て
の
経
験

が
な
い
場
合
は
０
と
区
分
し
た
。

本
研
究
に
お
け
る
主
な
独
立
変
数
は
社
会
的
孤
立
で
あ
る
。
社
会
的
孤
立
は
、
周
囲
の
社
会
関
係
と
最
小
限
の
接
触
を
維
持
し
、

社
会
と
の
絆
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
を
意
味
（B

lau 1960

）
す
る
も
の
で
、
本
研
究
で
は
こ
れ
を
構
造
、
接
触
、
機
能
の

三
つ
の
側
面
に
分
け
て
検
討
す
る
。
構
造
的
孤
立
は
、
人
が
社
会
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
構
造
的
状
態
に
あ
る
か
ど
う
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か
を
反
映
す
る
も
の
で
、
代
表
的
な
も
の
で
は
配
偶
者
の
有
無
、
子

供
の
有
無
、
同
居
人
の
有
無
な
ど
が
あ
る
。
接
触
的
孤
立
は
、
紐
帯

を
生
み
う
る
対
象
と
ど
の
程
度
接
触
し
て
い
る
か
を
意
味
す
る
も
の

で
、
子
供
、
友
人
／
隣
人
と
の
電
話
連
絡
、
対
面
接
触
、
社
会
活
動

へ
の
参
加
な
ど
を
測
定
し
た
。
機
能
的
孤
立
は
社
会
的
連
帯
感
を
共

有
す
る
人
々
と
ど
れ
だ
け
助
け
合
い
を
行
っ
て
い
る
か
を
意
味
す
る

も
の
で
、
配
偶
者
、
子
供
、
友
人
／
隣
人
と
の
助
け
合
い
を
測
定
し

た
（
表
1
）。

社
会
的
孤
立
は
、
す
べ
て
の
項
目
に
お
い
て
孤
立
が
な
い
場
合
の

０
点
か
ら
、
す
べ
て
の
項
目
で
孤
立
し
て
い
る
場
合
の
11
点
ま
で
分

布
し
て
い
る
が
、
実
際
の
デ
ー
タ
分
布
は
０
点
か
ら
９
点
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
本
研
究
で
は
性
別
、
年
齢
、
教
育
水
準
、
憂
鬱
程

度
、
主
観
的
な
健
康
状
態
、
身
体
的
疼
痛
、
手
段
的
日
常
生
活
動
作

（IA
D

L

）、
経
済
活
動
の
有
無
、
宗
教
の
有
無
、
居
住
地
域
の
特
性
、

知
人
の
自
殺
者
の
有
無
な
ど
を
統
制
変
数
と
し
た
。
分
析
に
含
ま
れ

て
い
る
主
な
変
数
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
表
2
）。

本
研
究
で
は
、
多
変
数
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
分
析
（binary 

logit analysis
）
に
よ
っ
て
自
殺
念
慮
／
計
画
／
行
動
の
有
無
に
影

響
を
与
え
る
要
因
を
検
討
し
た
。

表 1　社会的孤立の構成要素

構造的孤立

配偶者なし（なし＝ 1）

子供なし（なし＝ 1）

同居人なし（なし＝ 1）

社会的孤立 接触的孤立

子供との電話連絡なし（なし＝ 1）

子供との対面接触なし（なし＝ 1）

友人／隣人との電話連絡なし（なし＝ 1）

友人／隣人との対面接触なし（なし＝ 1）

社会活動なし（なし＝ 1）

機能的孤立

配偶者との助け合いなし（なし＝ 1）

子供との助け合いなし（なし＝ 1）

友人／隣人との助け合いなし（なし＝ 1）
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表 2　標本の一般的特性

従属変数 自殺念慮／計画／行動の有無 ダミー変数（0：なし　1：念慮／計画／行動）

統制変数

憂鬱程度
連続変数（Short Form of Geriatric Depression Scale：

SGDS）

手段的日常生活動作 ダミー変数（1：独立　0：非独立）

主観的健康状態 5 点尺度（1：非常によい、5：非常に悪い）

身体的疼痛 連続変数（0：全くなし　10：非常に深刻）

性別 ダミー変数（0：女性、1：男性）

年齢 連続変数

教育水準 連続変数（教育年数）

職の有無 ダミー変数（0：なし、1：あり）

貧困層であるか
ダミー変数（0：公的扶助受給なし、1：公的扶助

受給）

知人の自殺者の有無 ダミー変数（0：ない、1：ある）

宗教の有無 ダミー変数（0：ない、1：ある）

居住地域の特性 ダミー変数（0：農村地域、1：都市部）

独立変数

構造的孤立
連続変数（0-3 点）

点数が大きいほど、より孤立していることを意味

接触的孤立
連続変数（0-5 点）

点数が大きいほど、より孤立していることを意味

機能的孤立
連続変数（0-3 点）

点数が大きいほど、より孤立していることを意味

社会的孤立（合計） 連続変数（0-11 点）

構造的孤立、接触的孤立、機能的孤立の合計
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表 3　多変量解析の結果

変数 項目 合計

(n=1910)

自殺念慮／

行動なし

 (n=1,640)

自殺念慮／

行動あり

(n=270)

憂鬱程度 2.46(3.52) 2.06(3.13) 4.91(4.59) ***

手段的日常生活動

作

自立 1,312(100.00) 1,119(85.29) 193(14.71)

非自立 598(100.00) 521(87.12) 77(12.88)

主観的健康状態 2.96(1.14) 2.90(1.13) 3.28(1.13) ***

身体的疼痛 4.12(2.58) 4.00(2.57) 4.84(2.55) ***

性別 女性 1,151(100.00) 985(85.58) 166(14.42)

男性 759(100.00) 655(86.30) 104(13.70)

年齢 75.00(6.13) 75.17(6.14) 73.98(5.96) **

教育水準 7.09(4.71) 7.15(4.69) 6.75(4.80)

職の有無 なし 1,263(100.00) 1,076(85.19) 187(14.81)

あり 647(100.00) 564(87.17) 83(12.83)

貧困層であるか 非貧困 1,726(100.00) 1,505(87.20) 221(12.80) ***

貧困 184(100.00) 135(73.37) 49(26.63)

宗教の有無 なし 813(100.00) 686(84.38) 127(15.62)

あり 1,097(100.00) 954(86.96) 143(13.04)

地域的特性 農村地域 490(100.00) 424(86.53) 66(13.47)

都市地域 1,420(100.00) 1,216(85.63) 204(14.37)

構造的孤立 .82(.94) .77(.92) 1.12(1.02) ***

接触的孤立 .31(.70) .27(.64) .54(.93) ***

機能的孤立 .51(.56) .48(.54) .72(.66) ***

社会的孤立（合計） 1.64(1.78) 1.52(1.68) 2.38(2.19) ***
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２
　
標
本
の
一
般
的
特
徴

分
析
に
使
用
し
た
資
料
の
一
般
的
な
特
徴
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
自
殺
念
慮
／
計
画
／
行
動
の
有
無
を
分
類
し
検
討
す
る
と
、

健
康
関
連
要
因
の
う
ち
憂
鬱
程
度
、
主
観
的
な
健
康
状
態
、
身
体
的
疼
痛
の
程
度
が
有
意
差
を
見
せ
、
人
口
・
社
会
的
要
因
で
は

年
齢
、
貧
困
層
で
あ
る
か
ど
う
か
が
自
殺
念
慮
／
行
動
の
有
無
に
従
っ
て
差
が
見
ら
れ
た
。
社
会
的
孤
立
に
関
す
る
三
項
目
は
す

べ
て
自
殺
念
慮
／
行
動
の
有
無
に
従
っ
て
有
意
な
差
を
示
し
て
い
る
（
表
3
）。

３
　
分
析
結
果

分
析
の
結
果
は
、
表
4
の
通
り
で
あ
る
。
モ
デ
ル
Ａ
は
、
社
会
的
孤
立
の
す
べ
て
の
項
目
の
点
数
を
合
計
し
た
社
会
的
孤
立
合

計
点
数
を
含
ん
だ
モ
デ
ル
で
、
モ
デ
ル
Ｂ
は
、
構
造
的
孤
立
、
接
触
的
孤
立
、
機
能
的
孤
立
の
各
項
目
点
数
を
含
ん
だ
モ
デ
ル
で

あ
る
。

分
析
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
健
康
関
連
の
変
数
で
は
、
憂
鬱
の
程
度
が
自
殺
念
慮
／
計
画
／
行
動
と
有
意
な
関
連
を
見
せ
て
い
る
。
鬱
が
自
殺
と
関

連
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
研
究
で
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
今
一
度
確
認
で
き
た
。
健
康
関
連
要
因
の

う
ち
、
手
段
的
日
常
生
活
動
作
、
主
観
的
健
康
状
態
、
身
体
的
疼
痛
な
ど
は
有
意
な
関
連
性
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
身
体
的

障
害
が
あ
る
場
合
、
自
殺
念
慮
が
増
加
す
る
研
究
結
果
も
提
示
さ
れ
て
い
る
が
（A

w
ata (et al.) 2005

）、
本
研
究
は
そ
れ
と
は

相
違
が
見
ら
れ
る
。
本
研
究
の
調
査
対
象
は
、
病
院
や
施
設
で
は
な
く
自
宅
で
居
住
す
る
高
齢
者
で
あ
る
た
め
、
身
体
能
力
が
甚

だ
し
く
制
限
さ
れ
た
高
齢
者
は
多
く
な
い
。
分
析
に
含
ま
れ
て
い
る
高
齢
者
の
七
〇
％
は
、
手
段
的
日
常
生
活
動
作
の
一
〇
項
目

の
す
べ
て
を
自
立
し
て
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
と
の
違
い
は
、
お
そ
ら
く
身
体
に
障
害
の
あ
る
高
齢
者
が
少
な

い
た
め
と
見
ら
れ
る
。
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表 4　分析結果

変数 モデル A モデル B

憂鬱尺度点数 17.32(.02) *** .17(.02) ***

手段的日常生活動作 -.12(.17) -.11(.18)

主観的健康状態 .09(.09) .09(.09)

身体的疼痛 .03(.04) .03(.04)

性別 .24(.18) .29(.19)

年齢 -.08(.01) *** -.08(.01) ***

教育水準 .01(.02) .01(.02)

職の有無 -.02(.17) -.01(.17)

貧困層であるか .30(.22) .31(.22)

知人の自殺者の有無 .85(.19) *** .84(.19) ***

宗教の有無 -.10(.15) -.13(.15)

地域的特性 -.11(.17) -.11(.17)

社会的孤立（合計） .14(.04) **

構造的孤立 -.09(.17)

接触的孤立 .01(.10)

機能的孤立 .68(.30) *

定数 2.44 * 2.49(1.10) *

LR=208.69*** LR=212.66***
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第
二
に
、
人
口
社
会
的
要
因
の
う
ち
、
年
齢
が
自
殺
念
慮
／
行
動
と
の
関
連
が
見
ら
れ
、
年
齢
が
高
い
ほ
ど
自
殺
念
慮
／
行
動

を
行
い
に
く
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
自
殺
統
計
と
は
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
で
、
韓
国
の
場
合
、
自
殺
は
年
齢
が
高

い
ほ
ど
よ
り
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
自
殺
念
慮
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
年
齢
は
関
連
し
な
い
と
す
る
も
の
も
あ
る

が
（A

w
ata (et al.)  2005

）、
年
齢
が
高
い
ほ
ど
自
殺
念
慮
が
減
少
す
る
と
い
う
研
究
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
キ
ム
・
ヨ
ン
ボ

ム
、
パ
ク
・
ジ
ュ
ン
シ
ク 2017; C

orna (et al.)  2010

）。
高
齢
者
集
団
に
お
け
る
年
齢
と
自
殺
念
慮
／
行
動
の
間
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
今
後
更
に
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
年
齢
が
高
い
ほ
ど
自
殺
率
が
高
く
な
る
点
に
つ
い
て
は
、
年
齢
の
影
響
と
い
う
よ
り

も
年
を
取
る
こ
と
で
健
康
、
社
会
関
係
な
ど
、
い
く
つ
か
の
人
口
・
社
会
的
要
因
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
変
化
が
生
じ
た
結
果
で
あ
る

可
能
性
も
あ
る
。
貧
困
に
関
し
て
も
ま
た
、
自
殺
念
慮
／
行
動
と
有
意
な
関
連
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
韓
国
に
お
け
る
先
行
研
究

（
キ
ム
・
ヨ
ン
ボ
ム
、
パ
ク
・
ジ
ュ
ン
シ
ク 2017

）
の
場
合
、
貧
困
層
集
団
に
お
い
て
自
殺
行
動
の
可
能
性
が
よ
り
高
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
な
ぜ
貧
困
の
影
響
が
異
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
研
究
の
結
果
が
相
違
す
る
の
は
、
従
属
変
数
で
あ
る
自
殺
念
慮
を
ど
の
よ
う
に
測
定
し
た
の
か
に
よ
る
差
異
で
あ
る
可
能

性
も
あ
る
。

第
三
に
、
知
人
（
家
族
や
友
人
）
に
自
殺
し
た
者
が
い
る
場
合
、
自
殺
念
慮
／
行
動
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

友
人
や
家
族
の
自
殺
は
、
そ
れ
自
体
で
精
神
的
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
自
殺
を
よ
り
考
え
や
す
く
す
る
要
因
と

な
り
う
る
。

第
四
に
、
社
会
的
孤
立
と
自
殺
念
慮
／
計
画
／
行
動
と
の
関
係
を
見
る
と
、
全
体
の
社
会
的
孤
立
点
数
が
高
い
ほ
ど
、
自
殺
念

慮
／
計
画
／
行
動
の
可
能
性
も
ま
た
上
昇
し
、
社
会
的
孤
立
が
自
殺
念
慮
／
計
画
／
行
動
と
有
意
な
関
連
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
社
会
的
孤
立
を
構
成
す
る
三
要
素
の
う
ち
、
自
殺
念
慮
／
計
画
／
行
動
と
の
関
連
が
あ
る
要
素
を
確
認
し
た
結
果

（
モ
デ
ル
Ｂ
）、
構
造
的
孤
立
や
接
触
的
孤
立
の
場
合
は
、
自
殺
念
慮
／
計
画
／
行
動
と
大
き
な
関
連
を
見
せ
な
い
も
の
の
、
機
能
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的
孤
立
の
場
合
に
は
優
位
な
関
連
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
つ
ま
り
配
偶
者
、
子
供
、
あ
る
い
は
友
人
、
隣
人
と
単
純
に
接

触
す
る
よ
り
も
、
生
活
に
必
要
な
様
々
な
支
援
を
交
換
す
る
関
係
に
な
っ
た
場
合
に
の
み
、
自
殺
念
慮
／
計
画
／
行
動
の
可
能
性

を
減
じ
る
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
孝
意
識
を
重
視
す
る
伝
統
的
価
値
体
系
、
導
入
の
遅
れ
た
公
的
年
金
制
度
、
拡
大
し
て

い
る
も
の
の
未
だ
不
足
し
た
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
韓
国
の
高
齢
者
に
と
っ
て
家
族
は
、
今
な
お
依
存
す

る
こ
と
が
で
き
る
最
も
重
要
な
資
源
で
あ
る
。
機
能
的
孤
立
が
自
殺
念
慮
／
行
動
と
有
意
な
関
連
を
示
す
点
は
、
こ
れ
ら
の
側
面

か
ら
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

五
　
議
論
と
要
約

本
研
究
は
、
自
殺
念
慮
／
行
動
の
有
無
を
従
属
変
数
と
し
て
、
そ
の
関
連
要
因
が
何
で
あ
る
の
か
を
多
変
数
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
分
析
を
活
用
し
て
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
本
研
究
の
示
す
と
こ
ろ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
高
齢
者
の
健
康
、
特
に
鬱
と
い
っ
た
精
神
的
健
康
の
問
題
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
は
、
自
殺
率
の
低
下
に
影
響
を
及
ぼ
し

う
る
。
問
題
は
、
精
神
衛
生
上
の
問
題
が
あ
る
高
齢
者
が
、
容
易
に
必
要
な
検
査
や
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と

い
う
点
で
あ
る
が
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
改
善
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
精
神
衛
生
上
の
問
題
も
病
と
認
識
し
、

支
援
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
恥
と
捉
え
る
認
識
面
に
お
け
る
改
善
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
精
神
衛
生
上
の
問
題

を
早
期
に
発
見
し
、
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
高
齢
者
と
頻
繁
に
接
す
る
地
域
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
社
会
的
孤
立
、
と
り
わ
け
社
会
関
係
か
ら
の
機
能
的
孤
立
に
よ
る
悪
影
響
を
考
慮
す
る
と
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
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れ
る
公
的
シ
ス
テ
ム
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
家
族
か
ら
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者
が
、
不
足
部
分
を
公
的
支
援
で
補
完

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
機
能
的
孤
立
に
よ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
減
じ
る
こ
と
に
も
貢
献
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
経
済
的
支
援
を
超
え
て
、
情
緒
的
支
援
や
日
常
生
活
の
中
で
必
要
な
道
具
的
支
援
を
行
う
こ
と
も
含
め
て
、
公
的

支
援
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
に
、
貧
困
や
年
齢
の
よ
う
に
、
研
究
に
よ
っ
て
異
な
る
結
果
を
示
す
要
因
に
つ
い
て
、
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
本

研
究
で
は
、
直
接
的
な
影
響
に
注
目
し
て
分
析
を
試
み
た
が
、
自
殺
に
間
接
的
に
影
響
を
与
え
る
要
因
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
貧
困
の
場
合
は
、
そ
れ
自
体
が
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
鬱
や
健
康
状
態
、
社
会
的
孤
立

な
ど
の
諸
条
件
を
悪
化
さ
せ
、
自
殺
増
加
の
間
接
的
な
要
因
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
健
康
、
年
齢
と
い
っ
た
変
数
が
持
つ
様
々

な
影
響
を
総
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
殺
原
因
の
よ
り
総
体
的
な
把
握
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
四
に
、
自
宅
居
住
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
本
研
究
で
は
、
身
体
能
力
の
衰
え
た
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
高
齢
者
を
分
析
対
象

に
含
ん
で
い
な
い
点
に
限
界
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
分
析
対
象
に
含
ん
だ
場
合
、
身
体
能
力
や
障
害
の
有
無
の
影
響
が
異
な
っ
て
現

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
様
々
な
特
性
を
持
つ
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
後
続
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

韓
国
は
世
界
的
に
最
も
急
速
に
、
最
も
高
水
準
の
高
齢
化
を
経
験
し
た
日
本
よ
り
も
、
よ
り
急
速
な
高
齢
化
を
経
験
し
て
い
る
。

韓
国
は
二
〇
〇
〇
年
に
人
口
の
七
％
が
六
五
歳
以
上
で
あ
る
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
以
来
、
二
〇
一
八
年
に
は
高
齢
社
会
に
突
入

し
、
二
〇
二
五
年
に
は
超
高
齢
社
会
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
は
、
単
に
高
齢
者
人
口
の
増
加
の
み
を
意
味
し
な

い
。
高
齢
者
人
口
の
急
速
な
増
加
に
加
え
、
伝
統
的
な
孝
意
識
の
弱
体
化
、
夫
婦
の
み
の
高
齢
世
帯
や
単
身
高
齢
者
世
帯
の
急
激
な

増
加
、
女
性
の
経
済
活
動
の
増
加
な
ど
、
子
供
中
心
の
高
齢
者
扶
養
モ
デ
ル
を
弱
体
化
さ
せ
る
社
会
的
変
化
も
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

社
会
の
構
造
的
、
文
化
的
な
変
化
の
中
で
、
高
齢
者
は
過
去
の
扶
養
モ
デ
ル
が
消
え
ゆ
く
一
方
で
新
し
い
扶
養
モ
デ
ル
は
未
だ
登

場
し
て
い
な
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
が
、
公
的
年
金
制
度
の
遅
れ
た
導
入
、
完
全
に
は
程
遠
い
加
入
水
準
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
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の
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
、
家
族
を
代
替
す
る
選
択
肢
を
見
つ
け
る
こ
と
も
難
し
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
韓
国
に
お
け
る
高
齢
者
の
高

い
自
殺
率
は
、
韓
国
社
会
が
過
去
三
〇
年
間
で
、
文
化
的
、
社
会
構
造
的
に
急
速
に
変
化
し
た
結
果
と
し
て
も
理
解
で
き
る
は
ず
だ
。

つ
ま
り
、
社
会
文
化
的
環
境
が
急
速
に
変
化
し
た
の
に
対
し
、
高
齢
者
は
こ
れ
に
容
易
に
適
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
精
神
的
困
難

や
社
会
関
係
の
断
絶
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
殺
が
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
殺
研
究
に
お
い

て
は
個
人
の
要
因
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
文
化
的
要
因
を
含
め
て
検
討
す
る
研
究
も
、
今
後
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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